
一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

2023 年度 第 1 回 高大連携委員会 次第 

日 時：2023 年 5 月 10 日（水）13:00〜14:30 

場 所：オンライン会議（ZOOM） 

1. 開会

1) 委員長・副委員長挨拶

2) 委員紹介 （資料 1） 

3) 大学コンソーシアムひょうご神戸について （資料 2） 

2. 協議事項

1) 2023 年度事業計画（詳細）・予算について （資料 3） 

2) その他

3. 報告事項

1） 大学コンソーシアムひょうご神戸ホームページでの情報発信について

2） その他

4. 意見交換 （資料 4） 

5. 連絡事項

1) 定時総会 日時：6月 7日（水）15：00～16：30

2) 2023 年 高大連携委員会の開催予定・主な議題について

第１回（5 月）：2023 年度高大連携委員会 事業計画（詳細）・予算について

第 2 回（10 月）：2023 年度プラットフォーム型申請に向けた実績と自己評価（案）について

第 3 回（12 月）：2023 年度事業自己評価（案）について

第 4 回（翌 2 月）：2024 年度事業計画・予算（案）

第 5 回（翌 3 月）：2023 年度事業報告・決算（案）

6 閉会 
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【ビジョン・目標】 大学間連携・産官学連携で「人がつながり、多様な学びを共創する“ひょうご神戸”」
・自治体、産業界とともに、「若者が育ち、活躍する県」であることのメッセージを発する。
・人生１００年時代を迎え、多様な学びを提供する取組を通じて、地域と大学の魅力を県内外に発信する。
・大学間連携組織の特徴を生かした産官学連携のあり方として、「人」を繋ぐ、「組織」を繋ぐ、「情報」を集約できる活動を展開する。

CUH（大学コンソーシアムひょうご神戸）

大学プラットフォーム

地域の地方自治体

兵庫県等

地域の産業界

兵庫県商工会連合会
兵庫県中小企業家同友会
兵庫県中小企業団体中央会

プラットフォーム：ひょうご産官学連携協議会

【基本方針】
ひょうご産官学連携協議会の中長期計画Ⅰ期（2017年4月1日～2022年3月31日）における取組内容とその成果を発展的に継承して、中長期
計画Ⅱ期（2022年4月1日～2027年3月31日）を策定する。
さらに、今後も想定される災害やコロナ禍における社会環境の変化への迅速な対応、人口減少社会・少子超高齢化社会、18歳人口の減少における
大学をめぐる状況にも留意し、大学単独で取り組むには困難な課題について、大学プラットフォームの多元的な資源を活用して取り組む。大学間連携・
産官学連携での人的交流ならびに人材育成、加盟校の多元的な教育活動に寄与する計画とする。

【取り組みの概要】
１．地域の活性化に資する人材育成のための連携
① 地域の活性化のための県内企業就職率の向上
（加盟校学生と県内企業とのマッチングに向けた連携）

② 県内大学と高校間の連携による円滑な高大接続
③ 大学の枠を超えた学生間の交流・活動促進

２．“ひょうご神戸”の国際性を生かしたグローバル教育支援
④ 外国人留学生の受け入れ体制の強化・定着促進
⑤ 外国人留学生と日本人学生等の交流促進

３．県内大学の教育・研究の質を高める多元的学びの提供
⑥ 大学教職員の研修機会の提供と交流の促進
⑦ 大学間連携による多様な教育ニーズへの対応
⑧ 県内大学を活用した社会人の学びなおしの推進

４．県内大学が活性化する大学間連携組織としての運営体制の構築
⑨ 大学資源を活用する地域プラットフォームの形成
⑩ 県内大学が活性化する事業運営体制の整備

その他
CUH非加盟大学等・
非会員法人・団体

加盟校数、賛助会員数は、2022年12月現在

CUH加盟校（31大学、７短期大学・短期大学部、1高専）
賛助会員（34社）

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 中長期計画第Ⅱ期 基本方針・概要図

参考：大学コンソーシアムひょうご神戸 ホームページ http://www.consortium-hyogo.jp/sankangaku/index.html
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取組 担当委員会

課題① 地域の活性化のための県内企業への就職率の向上
１）大学キャリアセンターと連携した
      県内大学生の地元就職促進プロジェクト
２）県内企業・団体等の魅力を情報発信

キャリア

課題② 県内大学と高等学校間の連携による円滑な高大接続 １）大学と高等学校の意見交換会の実施
２）加盟校の魅力を情報発信 高大連携

課題③ 大学の枠を超えた学生間の交流・活動促進 １）テーマ型の学生交流プロジェクトの実施
２）加盟校・学生の地域活性化に関わる取組広報の実施 学生交流

課題④ 外国人留学生の受け入れ体制の強化・定着促進 １）留学生向け就職支援・キャリア教育プログラム キャリア

課題⑤ 外国人留学生と日本人学生等の交流促進 １）兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業
２）加盟校の国際交流プログラムとの連携促進 国際交流

課題⑥ 大学教職員の研修機会の提供と交流の促進 １）加盟校間でのFD・SDセミナーの公開
２）FD・SD情報交換会、セミナー等の開催 FD・SD

課題⑦ 大学間連携による多様な教育ニーズへの対応 １）単位互換事業の実施
２）多様な学修機会の提供 教育連携

課題⑧ 県内大学を活用した社会人の学びなおしの推進 １）リカレント教育の普及促進に向けた取組
２）加盟校のリカレント教育に関する情報発信 企画運営

課題⑨ 大学資源を活用する地域プラットフォームの形成 １）大学間・地方自治体・企業・地域団体との連携体制の構築
２）緊急時の加盟校間の協力・情報提供体制の構築 企画運営

課題⑩ 県内大学が活性化する事業運営体制の整備 １）加盟校が活性化する事業運営体制の整備と推進 企画運営

柱
４

県内大学が活性化する
大学連携組織としての

運営体制の構築

柱
１

地域の活性化に資する
人材育成のための連携

柱
２

“ひょうご神戸”の
国際性を活かした

グローバル教育支援

柱
３

県内大学の教育・
研究の質を高める
多元的学びの提供

重点項目 ①情報の共有と発信　②人的交流の促進　③ステークホルダー（地方自治体・企業・地域・高等学校等）との有機的連携

柱 課題

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸　中長期計画Ⅱ期（2022〜2026）について

ビジョン・目標

大学間連携・産官学連携で「人がつながり、多様な学びを共創する”ひょうご神戸”

■兵庫県内の大学が連携して、地方自治体、産業界とともに「若者が育ち、活躍する県」であるメッセージを発する
■人生100年時代を迎え、多様な学びを提供する取組を通じて、兵庫県と加盟校の魅力を県内外に発信
■大学間連携組織の特徴を生かした産官学連携のあり方として、「人」を繋ぐ、「組織」を繋ぐ、「情報」を集約できる場をめざす
■産官学連携による人材育成・教育支援に取り組み、地域に貢献できるような大学プラットフォームを構築

■以下、「４つの柱」に基づいて、「10課題・18取組」を７委員会（国際交流、学生交流、教育連携、高大連携、キャリア、FD・SD、企画運営）において実施
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一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 中長期計画Ⅱ期 

（２０２２年度～２０２６年度） 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸の中長期計画Ⅰ期（2017年4月1日～2022年3月

31日）における取組内容とその成果を継承して、中長期計画Ⅱ期（2022年4月1日～2027年3

月31日）を策定する。さらに、今後も想定される災害やコロナ禍における社会環境の変化への迅

速な対応、人口減少社会・少子超高齢化社会、１８歳人口の減少における大学をめぐる状況にも留

意し、大学単独で取り組むには困難な課題について、大学プラットフォームの多元的な資源を活用

して取り組む。大学間連携・産官学連携での人的交流ならびに人材育成、加盟校の多元的な教育活

動に寄与する計画とする。 

[ビジョン・目標] 

大学間連携・産官学連携で「人がつながり、多様な学びを共創する“ひょうご神戸”」 

兵庫県内の大学が連携して、地方自治体、産業界とともに、「若者が育ち、活躍する県」であるこ

とのメッセージを発するとともに、人生１００年時代を迎え、多様な学びを提供する大学コンソー

シアムひょうご神戸の取組を通じて、兵庫県と加盟校の魅力を県内外に発信する。兵庫県内の若者

人口の増加、大学教育・地域創生への貢献が明確に可視化される活動を展開する。 

大学間連携組織の特徴を生かした産官学連携のあり方として、「人」を繋ぐ、「組織」を繋ぐ、

「情報」を集約できる場をめざす。 

大学コンソーシアムひょうご神戸が、大学間連携組織の特徴を生かして、産官学連携による人材育

成・教育支援に取り組み、地域に貢献できるような大学プラットフォームを構築する。そのために

以下の４つの柱での取組事業を実施する。 

１． 地域の活性化に資する人材育成のための連携 

２． “ひょうご神戸”の国際性を生かしたグローバル教育支援 

３． 県内大学の教育・研究の質を高める多元的学びの提供 

４． 県内大学が活性化する大学間連携組織としての運営体制の構築 

[体制] 

CUH（大学コンソーシアムひょうご神戸） 

 

大学プラットフォーム 

地域の地方自治体 

兵庫県等 

地域の産業界 

兵庫県商工会連合会 

兵庫県中小企業家同友会

兵庫県中小企業団体中央会 

プラットフォーム：ひょうご産官学連携協議会 

その他 

CUH 非加盟大学等・ 
非会員法人・団体 

加盟校数、賛助会員数は、2021 年 12 月現在 

CUH 加盟校（31 大学、７短期大学・短期大学部、1 高専） 
賛助会員（22 社） 

資料2-4
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[具体的な取り組み内容] 

上記の課題を踏まえ、中長期的な目標を設定し、①情報の共有と発信②人的交流の促進③ステーク

ホルダー（地方自治体・企業・地域・高等学校等）との有機的連携の３つを重点項目として取り組

む。 

１．地域の活性化に資する人材育成のための連携 

①地域の活性化のための県内企業への就職率の向上

（加盟校学生と県内企業とのマッチングに向けた連携）

【取組１】大学キャリアセンターと連携した県内大学生の地元就職促進プロジェクトの実施 

（目標）各年参加者数 500 名以上 

（内容）兵庫県の年齢別転出超過で最も多いのは、大学卒業・就職を契機とした若者であり、県

内大学卒業者の『県内企業への就職率』は、3 割弱に過ぎず、7 割以上が県外に本社の

ある企業に就職している。その要因の一つとして、大学生の県内企業への理解不足があ

ると考えられる。県内大学卒業者の地元への就職について、大学側と企業側が相互理解

を深める機会を提供する。地元企業と加盟校が連携することで、若者のキャリア形成の

支援を充実させ、地域の活性化を実現する。 

（担当）キャリア部門 

【取組２】県内企業・団体等の魅力を情報発信 

（目標）情報公開企業・団体数 1２0 社以上 

（内容）地域の産業界の協力を得て県内企業や団体等の情報を収集し、大学コンソーシアムひょ

うご神戸のホームページに公表するとともに、兵庫県内の職業紹介サイト等との連携も

図る。加えて、県内企業・団体等が求める人材について、情報交換会等を通じ、企業と

大学間で人材ニーズと人材育成に関する情報の共有と相互理解を深める。 

（担当）キャリア部門 

②県内大学と高等学校間の連携による円滑な高大接続

【取組１】大学と高等学校の意見交換会の実施 

（目標）各年参加校数２０校以上 

（内容）教育委員会等と連携して兵庫県下の高等学校と大学との意見交換の場である「ひょうご

高等学校大学コンソーシアム」等において、兵庫県での高大連携・接続の具体的な課題

についての定期的な意見交換を行い、兵庫県下の高大連携を深める。 

（担当）高大連携部門 

【取組２】加盟校の魅力を情報発信 

（目標）各年情報提供先数 高等学校等 200 か所以上 
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（内容）加盟校に関する情報発信を強化し、加盟校への進学率の向上を図る。生徒が高校生か

ら大学生、社会人になるまでの学びのルートマップを描けるような情報を発信する。 

（担当）高大連携部門 

 

 

③大学の枠を超えた学生間の交流・活動促進 

【取組１】テーマ型の学生交流プロジェクトの実施 

（目標）各年参加者数 50 名以上 

（内容）他大学や地域・企業との連携・協働によるプログラムへの参加は、学生に大きな教育

効果があるとの考えから、大学の枠を超えたテーマを設定した学生交流や活動を促進

するプロジェクトを実施する。主体性をもって活動に取り組む学生を支援する仕組み

を作ることによって学生の成長の場とする。 

（担当）学生交流部門 

 

【取組２】加盟校・学生の地域活性化に関わる取組広報の実施 

（目標）情報公開数 200 取組以上 

（内容）加盟校の学生が地域の活性化に関わる取組事例を大学コンソーシアムひょうご神戸のホ

ームページに公開する。各年、継続的に事例紹介を重ねることにより、本計画期間内で

200 取組以上を紹介する。地域で若者が活躍する姿を周知することにより、地域の活

性化のための貢献活動に取り組む。 

（担当）学生交流部門 

 

 

２．“ひょうご神戸”の国際性を生かしたグローバル教育支援 

④外国人留学生の受け入れ体制の強化・定着促進 

【取組１】留学生向け就職支援・キャリア教育プログラムの実施 

（目標）各年参加者数 500 名以上 

（内容）“ひょうご神戸”の国際性を生かしたグローバル人材育成を目指した事業を展開す

る。プラットフォームを活用した留学生就職促進事業として、大学、行政、企業が連

携し、新たなネットワークを構築することでの留学生の受入環境づくりを促進し、卒

業後の県内企業への就職の動機付けを図る。 

（担当）キャリア部門 

 

 

⑤外国人留学生と日本人学生等の交流促進 

【取組１】兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業の実施 

（目標）各年参加者数５00 名以上 

（内容）兵庫国際交流会館における国際交流拠点推進事業（日本学生支援機構委託事業）にお
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いて、大学間連携による国際交流の拠点を、兵庫国際交流会館を起点に大学キャンパ

ス外の地域社会に形成することを推進する。留学生と日本人学生、地域の人々が学び

あう多文化共生社会に向けた場を創造する。 

（担当）国際交流部門 

 

【取組２】加盟校の国際交流プログラムとの連携促進 

（目標）プログラム数 1０件以上 

（内容）大学コンソーシアムひょうご神戸のネットワークを生かして、加盟校主催の国際交流

イベントの情報を収集し、加盟校間の情報共有を行う。本計画期間内において、段階

的に加盟校が主催する国際交流プログラムと連携することにより、大学の枠を超えた

加盟校間の留学生・日本人学生等の交流を促進させる。 

（担当）国際交流部門 

 

 

3．県内大学の教育・研究の質を高める多元的学びの提供 

⑥大学教職員の研修機会の提供と交流の促進 

【取組１】加盟校間での FD・SD セミナーの公開 

（目標）各年セミナー数５件以上 

（内容）加盟校が自学で開講している多様な研修プログラムを加盟校に開放することにより、

加盟校教職員に多様な研修・交流の機会を提供する。教職員の資質向上を図るととも

に教職員間のさらなる交流を促進する。 

（担当）FD・SD 部門 

 

【取組２】FD・SD 情報交換会、セミナー等の開催 

（目標）各年参加者数 50 名以上 

（内容）加盟校に有益な公開セミナーを実施することで、教職員の資質向上を図るとともに教 

職員間のさらなる交流を促進する。 

（担当）FD・SD 部門 

 

⑦大学間連携による多様な教育ニーズへの対応 

【取組１】単位互換事業の実施 

（目標）各年開放科目数 10 科目以上 

（内容）加盟校において幅広い科目の履修や学びの機会を提供するため、兵庫県の地域特性や 

加盟校の特徴を生かした授業及び集中講義を中心とした単位互換事業を実施する。 

（担当）教育連携・教務部門 

 

【取組２】多様な学修機会の提供 

（目標）各年プログラム数 5 件以上 
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（内容）加盟校に通う学生等に、多様な学修機会を提供するため、本計画期間内において、段階

的に加盟校が実施する講座等を開放し、学びの機会を継続的に提供する（ICT を活用し

たコンテンツ、専門領域や分野横断型のプログラム等）。 

（担当）教育連携・教務部門 

 

⑧県内大学を活用した社会人の学びなおしの推進 

【取組１】リカレント教育の普及促進に向けた取組 

（目標）各年参加者数 50 名以上 

（内容）加盟校によるリカレント教育の推進・理解促進に向けたセミナー・情報交換会等を開催す

る。産官学で連携したリカレント教育推進に関するネットワークを構築する。 

（担当）リカレント教育部門・企画運営委員会 

 

【取組２】加盟校のリカレント教育に関する情報発信 

（目標）各年 10 校以上 

（内容）大学コンソーシアムひょうご神戸のホームページで加盟校が開講するリカレント教育に

関する取組情報を発信する。 

（担当）リカレント教育部門・企画運営委員会 

 

 

４．県内大学が活性化する大学間連携組織としての運営体制の構築 

⑨大学資源を活用する地域プラットフォームの形成 

【取組１】大学間・地方自治体・企業・地域団体との連携体制の構築 

（目標）大学間連携の特徴を生かした地方自治体・企業・地域団体との連携の拡充 

（内容）兵庫県下で大学間連携のプラットフォームとして、加盟校の大学資源を生かす運営体制

を本計画期間内において、段階的に構築する。また、加盟校がすでに有している大学間

連携・地域・地方自治体との連携体制の理解促進も図る。 

（担当）企画運営委員会 

 

【取組２】緊急時の加盟校間の協力・情報提供体制の構築 

（目標）緊急時の情報共有・ネットワーク体制の構築 

（内容）感染症（新型コロナウイルス感染症等）や災害対応等、災害・緊急事態対応等の不測

の事態に備えて、定期的に加盟校が蓄積する経験や知見の情報収集を行い、共有す

る。本計画期間内において、段階的に情報共有を重ねることにより、有事の際に速や

かに情報共有・情報提供ができる体制の構築を目指す。 

（担当）企画運営委員会 
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⑩県内大学が活性化する事業運営体制の整備 

【取組１】加盟校が活性化する事業運営体制の整備と推進 

（目標）加盟校の共通課題に協働して取り組む事業運営体制の構築 

（内容）加盟校教職員が大学間連携活動に積極的に参画できる事業運営体制を本計画期間内に

おいて、段階的に検討・構築する。同じ課題を有する加盟校による小グループで課題

の共有、ICTの活用、プロジェクト型での事業推進等のニーズに合わせて、事業運営体

制の整備に取り組む。 

（担当）企画運営委員会 

 

上記の中長期計画に基づき、各年度毎の事業計画を別途作成し、各プログラムの具体的な活動

指標を個別に定めて事業を推進する。なお、中長期計画を実施する計画ならびに担当について

は、年度毎の見直しにより変更することがある。 

 

以 上 



一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

事業委員会の運営に関する申し合わせ   

企画運営委員会 

１. 目的

この申し合わせは、一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸（以下「コンソ」という。）定

款第 38条に基づき設置した事業委員会の運営について、必要な事項を定めるものとする。 

２. 委員等

事業委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

（1）正会員の教職員で、原則 2名（教員 1名、職員 1名）。 

（2）毎年度、第１回委員会開催までに委員をコンソ事務局に登録する。 

３. 事業委員会の組織及び所管事項等

（1）事業委員会は、委員長校と副委員長校を置く。ただし、副委員長校は複数校置くことができ

る。 

（2）委員長校は、副委員長校と連携し、事業計画の策定、事業委員会の招集、審議等、行う。 

（3）副委員長校は、委員長校を補佐し、委員長校が不在の場合は、職務を代行する。 

３-２．委員長校及び副委員長校の任期及び選考方法 

（1）任期は 2年とし、再任を妨げない。但し、委員長校については、再任が生じないよう配慮す

る。 

（2）国際交流委員会、学生交流委員会、教育連携委員会及び高大連携委員会の委員長校の選

考は、選択制とし、キャリア委員会及び FD・SD委員会の委員長校の選考は輪番制とする。 

（3）6事業委員会の副委員長校の選考は、選択制とする。 

（4）任期満了に伴う改選は、コンソ事務局が、委員長校、副委員長校の意見を聴取し、企画運営

委員会で協議ののち、理事会で決定する。 

【選択制】 

①選択制は、適用される委員会の正副委員長校の履歴を考慮し、正副委員長校を選択すること

とする。 

②事業委員会の委員長校の任期期間に理事が交代した場合であっても任期満了まで、引き続

き担当する。 

【輪番制】 

・輪番制は、事前に決定した理事校内の大学順にて、委員長校を担当する。ただし、理事会が認

める場合、順序を変更できるものとする。

【留意事項】 

①選択制 4事業委員会の正副委員長及び輪番制 2事業委員会の委員長については、原則とし

て、理事校が担当するものとする。ただし、理事会が認める場合、理事校以外の正会員が担当

することができるものとする。 

②選択制と輪番制では、輪番制を優先するものとする。 

③１大学が重複して正副委員長校を担当することがないように調整する。 
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【経過措置】 

①委員長校及び副委員長校の選考方法については、2023年度より選択制及び輪番制を導入す

る。 

②委員長校及び副委員長校の任期については、２023年度からの担当期間を原則として 3年間

（2023年度～2025年度）とする。 

③2026年度～2027年度の委員長校及び副委員長校については、過去の就任実績を鑑みて

2025年度後期に検討するものとする。 

４．事業委員会の任務 

 （1）事業委員会は、理事会において決定された事業方針に則り、事業委員会内で事業の具体的

な計画・実施・報告（自己評価）を行い、情報を共有する。 

５．事業委員会の招集・議事 

（1）事業委員会は、委員長が必要と認めたとき、又はそれぞれの事業委員会を構成する正会員

の半数以上からの請求があったときに委員長が招集する。 

（2）事業委員会の委員長は、事業委員会の承認を経て、「正会員当たり原則2名の委員」に拘ら

ず、計 3名以上の者若しくは委員以外の者を出席させることができる。 

６．成立要件（定足数） 

（1）事業委員会は、それぞれの事業委員会を構成する正会員の過半数の出席をもって成立とす

る。 

（2）委員が欠席し、代理者が出席した場合は、その委員は出席したものとみなす。 

（3）「委任状」の制度は用いない。 

（4）事業委員会は、対面、オンライン、書面又は電磁的記録による会議方式によって開催する。 

７．議決権及び議決数 

（1）正会員あたり各 1個の議決権を有し、議事は出席した正会員の過半数をもって決する。なお

可否同数のときは委員長の決するところとする。 

8．プログラム担当校 

（1）事業委員会において、必要に応じ、プログラムを主に担当するプログラム担当校を置くことが

できる。 

（2）プログラム担当校は、委員長校・副委員長校と相談のうえ、プログラムの計画、実施、報告（自

己評価）を行う。 

（3）委員長校・副委員長校がプログラム担当校となることを妨げない。 

９．事業委員会事務局 

（1）事業委員会に関する事務は、コンソ事務局と事業委員会の事務局（委員長校・副委員長校）

が連携して行う。 

１０．改廃 

この申し合わせの改廃は、企画運営委員会の議を経て、理事会で決定する。 



附則 

この申し合わせは、2019年４月１日から施行する。 

附則 

（1）この申し合わせは、2022年４月 1日から施行する。 

（2）「３.委員長校、副委員長校」の任期について、2022年度は、新たに任命された委員長校、副

委員長校を含め 1年とする。 

附則 

この申し合わせは、202３年４月 1日から施行する。 

以 上 



資料３









1 

「ひょうご高校大学コンソーシアム」 

2014 年度～2022 年度（平成 26 年度～令和 4 年度）開催内容について 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

●2014 年度（平成 26 年度）「ひょうご高校大学コンソーシアム」初開催

兵庫県教育委員会と連携した取組として、高校と大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校による初めて

の意見交換会「ひょうご高校大学コンソーシアム」を開催。高校教育、大学教育の一体的な高大連携の

ため、県下の高等学校、大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校、兵庫県教育委員会が連携して、高大

連携・高大接続をめぐる多くの課題について継続的に意見を交換し、協力して様々な課題に取り組むこ

ととなった。 

〇日時・場所：2014 年 11 月 25 日（火）14:00～16:00・兵庫県立大学神戸商科キャンパス 

〇参加者 53 名（高校 22 校 23 名、加盟校 25 校 29 名、コンソ事務局 1 名） 

●2015 年度（平成 27 年度）「円滑な高大高大連携に向けて」講演会

講師：文部科学省 高等教育局 主任大学改革官 新田正樹 

大学入試センター試験・研究統括官 教授 大塚雄作 

日本私立学校振興・共済事業団 私学経営情報センター 副主幹 南浩司 

〇日時・場所：2016 年 2 月 2 日（火）13:30～16:30・兵庫国際交流会館 

〇参加者 100 名（高校 41 校 47 名、加盟校 15 校 36 名、他 17 名） 

●2016 年度（H28 年度）「高大接続改革の行方」

1.講演「高大接続改革の行方」関西国際大学 学長 濱名篤

2.グループに分かれての意見交換

・高校教育の現状・高大接続教育、高校の授業、大学の授業の在り方・大学の入学前教育

・大学での授業の受講（高校での単位認定と大学での単位認定）・大学教育への期待

・大学入試改革・その他、高大連携に関すること

3.「文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）について」のご案内

話題提供者：関西学院大学 高大接続センター 課長補佐 山田高幹

4.各グループ意見交換内容の発表

〇日時・場所：2017 年 3 月 7 日（火）14:00～17:00・兵庫国際交流会館 

〇参加者 52 名（高校 24 名、加盟校 25 名、コンソ事務局 3 名） 

●2017 年度（H29 年度）「新学習指導要領と高大接続について」

1.講演「新学習指導要領と高大接続について」

文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教育課程企画室 室長 白井俊

2.グループに分かれての意見交換

①大学入学者選抜方法の変更による中等教育（高等学校教育）への影響と大学における入試改革

②新学習指導要領が高等学校や大学の教育に及ぼす影響

資料４
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③学習評価の改善方法（多面的総合的評価におけるポートフォリオ(キャリアノート)の活用など） 

④アクティブラーニングの導入およびその授業実践 

⑤「出前授業」等の大学の授業の受講 

(高校在学時に大学の授業を受講することの有意性、受講時の問題） 

⑥「教育の情報化」と新しい情報技術を活用した教育 

⑦大学が入学予定者に対して行う準備教育（入学前教育）の内容 

〇日時・場所：2017 年 12 月 26 日（火）13:30～17:00・関西国際大学尼崎キャンパス 

〇参加者 80 名（高校 32 名、加盟校 46 名、コンソ事務局 2 名） 

 

●2018 年度（H30 年度）「2021 年度入学者選抜要綱の見直しへの対応についての意見交換会」 

1.意見交換会（2 つのグループに分かれて、テーマ別に高校と大学間で意見交換）  

グループⅠ「一般選抜」 

① 「学力検査」と学力の三要素の多面的・総合的な評価の方法 

② 英語の４技能評価のための外部試験の活用③出願書類等とその選抜への活用 

グループⅡ「総合型」および「学校推薦型」選抜 

① 調査書、推薦書など出願書類とその選抜への活用 

②本名の記載する書類とその選抜への活用③「学力検査」などによる学力の評価方法 

2.意見交換の報告およびパネルディスカッション（質疑応答） 

「出願書類等のフォーマット共通化について」 

パネリスト 三木高等学校 校長 前田哲男、播磨高等学校 教頭 家氏宏育、 

 兵庫医療大学 教授 日高正巳 

コーディネーター 関西国際大学 副学長 浅野考平 

〇日時・場所：2018 年 10 月 16 日（火）15:00～18:00・兵庫国際交流会館 

〇参加者 70 名（高校 37 名、加盟校 30 名、コンソ事務局 3 名） 

 

●2019 年度（平成 31 年・令和元年度）「2021 年度大学入学者選抜改革の行方と新学習指導要領について」 

1.講演「2021 年度大学入学者選抜改革の行方と新学習指導要領について」 

独立行政法人大学入試センター 試験・研究統括補佐官（兼）審議役 白井俊 

2.パネルディスカッション 

〇日時・場所：2019 年 3 月 10 日（火）15:00～18:00・兵庫国際交流会館 3 階多目的ホール 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

 

●2020 年度（令和 2 年度）「コロナ禍における学びと教育現場の対応について」 

1.講演「高大接続に関わる立場から見える、コロナ禍における学びと教育現場の課題」 

NPO 法人 NEWVERY 理事 倉部史記 

2.意見交換（コロナ禍における学びと教育現場の対応について） 

〇日時・場所：2021 年 2 月 25 日（木）15:00～17:00・オンライン会議システム（ZOOM） 

〇参加者 25 名（高校 7 校 7 名、加盟校 9 校 14 名、他 1 名、コンソ事務局 3 名） 
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●2021 年度（令和 3 年度）「『探究』を教育活動で展開するにはどうしたらよいのか」

1.講演「『探究』を教育活動で展開するにはどうしたらよいのか－東京の 6 年制私立中高の実践から」

関西国際大学 准教授 元品川女子学院 教頭 石井豊彦氏

2.「探究学習と高大連携」の取り組みに関する話題提供と意見交換

（話題提供校・提供者）加盟校 3 校・県立高等学校 3 校 

■「兵庫大学の探究学習パッケージ」兵庫大学 高等教育研究センター 岩田薫

■「探究学習と高大連携について」神戸大学 教授 伊藤真之

■「高大連携と探究学習」関西国際大学 学長補佐 教授 福島一政

■「総合的な探究の時間について」尼崎稲園高等学校 教諭 福舛幸一・湊谷宗行

■「学校全体での「探究学習」の取り組み～大学への期待!!」尼崎小田高等学校 教諭 福田秀志

■「探究学習」三木北高等学校 教諭 仁木英貴

〇日時・場所：2021 年 12 月 9 日（木）13：30～16:30・オンライン会議システム（ZOOM） 

〇参加者 45 名(高校 17 校 21 名・加盟校 16 校 20 名、兵庫県教育委員会 1 名、コンソ事務局 3 名) 

●2022 年度（令和 3 年度）「『探究』を教育活動で展開するにはどうしたらよいのか」

1.講演「高校『探究活動』」の設立の経緯と研究者の実際の研究課程の分析に基づく

理科の探究の指導法の改善課題」 甲南大学 理工学部 地学研究室 教授 林慶一 

2.「探究学習と高高高大連携」の取り組みに関する話題提供と意見交換

（話題提供校・提供者）加盟校 2 校・県立高等学校 2 校 

■神戸大学 高大接続卓越グローバル人材育成センター 教授 伊藤真之

■関西国際大学 高大連携センター長 前田哲男

■福崎高等学校 校長 齋藤勝

■姫路東高等学校 教諭 菅生智文

ファシリテーター 甲南大学 高大接続推進企画運営委員長 茶山健二

〇日時・場所：2022 年 12 月 12 日（月）13：30～16:30・オンライン会議システム（ZOOM） 

〇参加者 64 名（高校 14 校 17 名、加盟校 20 校 42 名、兵庫県教育委員会 2 名、コンソ事務局 3 名） 

※敬称略、文中の所属・役職等はすべて開催当時のものです

以上 
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